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自由題 

 

 

華やぎも ひと雨降れば 
   ぬれ落葉 中村 晃也 
寸 評：人生輝かしい時ばかり

ではない。周囲の状況が変われ

ば一瞬にして悲惨なことにも。

逆もまた真なり。なんちゃって。

また一人 別れを告げて 
流れ逝く  中村 晃也 

寸 評：新宿中央公園の池の 
落葉を撮ったものです。写真だ

けでなく、句をつければ格好が

つきます。 



 
 

 

 

動いたる まだ息あるで 
   助けたろう  三春  
寸 評：生き物を憐れむ気持ち

は大切です。同時にまだ食欲の

あるうちに、美味しいものを食

べることも大切です。貴方はど

ちらを優先しますか？ 

痛いなあ 伐った跡は 
   縫ってくれ  清水 勝 
寸 評：豊かな森がスパッと伐られ

開通した道路。森の気持ちを代弁し

た環境保護派人間の言とみました。

傷口をどう縫合すればいいのでし

ょうね？ 



 
 
 
 

今月は池田さんの出題です。横浜港からのピースボートの出港風景です。 
 
１）腐れ縁テープのように切れたらな      池田 隆 
２）喧嘩せず世界一周むりだよな        清水 勝 
３）不況でもシニア満載 豪華船        大月 和彦 
４）餞別をくれた奴だけテープ投げ        三 春 
 
寸 評： 
１） どなたとの腐れ縁を指しているのでしょう。切っても切れない関係に陥ったの

はご自分の責任です。切なる願望はわかりますが。 
２） ３日間も一緒に旅をすると必ず喧嘩をするご夫婦が居ります。まして世界一周

など。途中でどちらかが帰国してしまうケースもあるとか。 
３） 三食ベッド付の船旅は奥様族にとっては正に天国。「夫が一緒でなければもっ

と良い」ですと。若い人が貧困に喘いでいるのに、年金族は優雅なものです。

アベノミクスの成功を祈りましょう。 
４） この根性が立派というか、さもしいというか、セコイというか、優雅なシニア

族にはない発想です。 

今月のお題写真 

付け句 


